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平成３０年度教育委員会点検・評価と公表についての自己評価について 

はじめに 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条により、教育委員会は、

事務の管理及び執行について点検・評価を行い、その結果の報告書を議会に提出す

るとともに公表することが規定されています。邑南町教育委員会では、効果的な教

育行政の推進と町民への説明責任を果たすために、邑南町教育施策の実施計画をも

とに、自己点検及び評価を行い、第３者評価委員の意見をふまえて議会へ報告しま

す。 

 

１ 教育委員会の開催実績 

定例（毎月開催）の教育委員会…１２回 

臨時の教育委員会…７回 

＊詳しくは以下のとおりです。 

開催日 主要議題（報告事項、予算関連事項、その他の事項除く） 

４月１２日 １．邑南町グラウンド等施設条例施行規則の一部改正 

２．邑南町体育館条例施行規則の一部改正 

３．邑南町羽須美運動広場条例施行規則の一部改正 

４．邑南町学校事務共同実施連絡協議会設置要綱の一部改正 

５．邑南町郷土館活動推進協議会委員の委嘱 

６．久喜・大林銀山遺跡調査指導委員会委員の委嘱 

７．指定学校変更 

５月１６日 １．邑南町立小中学校主任等発令意見具申 

２．邑南町教育支援委員会委員の委嘱 

３．邑南町結核対策委員会委員の委嘱 

４．邑南町社会教育委員の委嘱 

５．工事請負契約の締結 

６．財産の取得 
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５月２９日 １．人事権をめぐる問題 

２．邑南町結核対策委員会委員の変更 

６月２１日 １．教育支援委員会への諮問 

２．邑南町教育施策実施計画 

３．要保護及び準要保護児童生徒就学援助の認定 

４．邑南町地域指導者活用事業実施要領の制定 

５．町指定史跡「久喜製錬所遺跡群」の現状変更 

６．町指定天然記念物「賀茂神社の社叢」の現状変更 

７月１３日 １．公民館あり方検討委員会 

７月３０日 １．教科書採択(中学校道徳、小学校全教科) 

２．邑南町教育委員会の点検評価及び公表に係る第３者評価機関委

員の委嘱 

３．邑南町教育委員会の権限に属する事務の点検評価 

４．邑南町教育施策実施計画 

５．石見中学校校舎改築調査検討委員会 

６．邑南町教育支援委員会の答申 

７．公民館のあり方 

８．町指定史跡「久喜製錬所遺跡群」現状変更 

８月２２日 １．要保護及び準要保護児童生徒就学援助の認定 

２．邑南町教育委員会の権限に属する事務の点検・評価 

３．邑南町教育支援委員会の答申 

４．学校給食審議会への諮問 

５．邑南町公民館のあり方 

６．邑南町食育推進会議設置要綱 

７．邑南町立小中学校空調設備設置計画(案) 

８月２６日 １．邑南町立学校 学校歯科医の委嘱 

２．邑南町食育推進会議設置要綱 
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９月２５日 １．要保護及び準要保護児童生徒就学援助の認定 

２．学校給食審議会への諮問 

３．指定学校変更 

１０月１７日 １．邑南町教育支援委員会への諮問 

２．邑南町学校給食審議会委員の委嘱 

３．指定学校変更 

１１月 ８日 １．邑南町における学校給食費の値上げ 

１１月１４日 １．邑南町学校給食費条例の一部改正 

２．邑南町学校給食費条例施行規則の一部改正 

３．邑南町教育支援委員会の答申 

４．指定学校の変更 

５．要保護及び準要保護児童生徒就学援助の認定 

６．邑南町振興計画審議会の委員の任命 

１１月２７日 １．邑南町立小中学校空調設備整備事業の工事請負契約の締結  

１２月１８日 １．指定学校の変更 

２．要保護及び準要保護児童生徒就学援助の認定 

３．邑南町教育支援委員会への諮問 

４．邑南町立小・中学校の教職員の服務規則の一部改正  

５．区域外就学 

６．久喜銀山遺跡 

７．人事案件 

１月２５日 １．邑南町立学校施設設備の開放に関する条例の一部改正 

２．邑南町教育支援委員会の答申 

３．指定学校変更 

４．宗門開帳の調査依頼  

２月１３日 １．要保護及び準要保護児童生徒就学援助新入学児童生徒学用

品費の支給認定 



4 

２．邑南町いじめ防止基本方針一部改訂 

３．邑南町教職員住宅管理条例の一部改正 

４．教職員の人事 

５．邑南町学校施設長寿命化計画の策定 

６．消費税等の改正に伴う関係条例の整備に関する条例 

７．邑南町立体育館条例の一部改正  

２月１８日 １．石見中学校校舎改築検討委員会設置要綱  

２月２３日 １．邑南町職員定数条例の一部改正 

３月２５日 １．要保護及び準要保護児童生徒就学援助の認定 

２．邑南町スポーツ推進委員 

３．邑南町公民館長 

４．邑南町公民館運営審議会委員 

５．邑南町郷土館長 

６．邑南町文化財保護審議会委員 

７．公民館職員配置 

８．邑南町特別支援体制推進事業実施要綱の一部改正 

９．邑南町表彰審議会委員の任期満了に伴う推薦 

１０．邑南町中学校部活動ガイドライン 

１１．邑南町スクールバス条例施行規則の一部改正 
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２ 教育委員の諸活動 

① 学校行事への出席（入学式、卒業式など） 

② 町、教育委員会行事への出席（成人式など） 

③ その他の活動（学校訪問、総合教育会議など） 

＊詳しくは以下のとおり 

開催日 内  容 

４月 ３日 教職員着任式 

４月１０日 小中学校入学式 

５月２９日

～２日間 

学校訪問（５／２９ 高原小、瑞穂小、瑞穂中、阿須那小、羽須

美中、口羽小） 

    （５／３０ 石見東小、日貫小、市木小、矢上小、石見

中） 

１２月２６日 島根県教育長陳情（島根県教育庁） 

１月 ３日 成人式 

１月１９日 邑南町教育意見交換会（日貫小学校） 

１月２２日 総合教育会議 テーマ「これからの邑南町を担う人材育成のあり方  

～生き方や価値観をどのように変えるか～」 

３月１０日 中学校卒業式 

３月１９日 小学校卒業式 

３月２５日 教職員退任式 

 

３ 教育委員の研修等 

開催日 研 修 内 容 

７月１３日 島根県 市町村教育委員会連合会研修（松江市） 

８月２６日 北房小学校・北房こども園施設見学会視察（岡山県真庭市） 

１１月 ２日 町教育研究会 

２月１８日 

～１９日 

教育魅力化先進地視察研修（高知県越知町） 
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４ 教育委員会だより 

 平成３０年度は、教育委員会だより「邑南の教育」を年３回発刊しました。 

 内容は、教育委員会の会議等の活動状況に加え、各学校の紹介、社会教育関係行

事等の紹介をしました。 

 

５ 教育委員会所見 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律が改正され、教育の政治的中立性、継

続性、安定性を確保しつつ、地方教育行政の責任体制が明確化された、新たな教育

委員会制度が、平成２７年４月１日から施行され、邑南町教育委員会では平成２８

年から新制度に移行しています。    

 毎年度「教育施策の実施計画」を定め、具体的な事業内容については教育委員会

だより「邑南の教育」を通じて、町民の皆様方へお知らせしてきました。 

  教育委員は、学校訪問により各校の抱える課題の把握に努めることはもちろん、

教育行政の推進のために「教育の魅力化」の先進地視察や学校施設見学会への参加、

総務教民常任委員会との意見交換会、「これからの邑南町を担う人材育成のあり方」

をテーマにした総合教育会議などを実施しました。 

 以下、３０年度の主な事業です。 

 

（１）島根県委託事業「平成３０年度教育魅力化推進事業」の取り組み 

 島根県では、生徒数が減少する離島・中山間地域の高校の魅力化を支援するため

の事業を２３年度からスタートさせました。矢上高校は２４年度からこの事業を受

けた取り組みを始めました。町教育委員会もこの高校の魅力化に歩調を合わせ、中

高連絡会の設置、中３夏の学習会、おおなんドリーム学びのつどいなどの事業を高

校とともに開催してきました。 

 島根県は、２９年度から、魅力化を進める高校と一体となりふるさと学習やキャ

リア教育に取り組む市町村にも財政的な支援をする事業をスタートさせました。 

 邑南町教育委員会は、これまでの経緯を受け、また「邑南づくり教育計画」の具
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現化を一層推進するために県の事業を受託し、取り組みを進めました。 

 この事業に先立ち、邑南町は、矢上高校・石見養護学校・邑南町・邑南町教育委

員会による四者協定を締結しています。 

      平成３０年度の主な事業 

        ○推進するチームの結成・研修 

○中高合同キャリア学習会 

        ○中高教員合同研修会 

    ○生き方探求キャラバン 

 

（２）平成３０年度学校施設環境改善交付金事業の実施 

 －石見東小学校大規模改造(老朽)第２期工事－ 

平成２９年度に引続き石見東小学校の校舎改修事業の第２期事業の交付が決定

しました。 

 第２期は教室管理棟の１期分の残り普通教室と理科室等の特別教室、職員室・校

長室・保健室・廊下・階段・昇降口等の床・壁・天井・照明のＬＥＤ化等を平成３

０年６月５日から平成３１年２月１５日にかけて実施しました。 

  

（３）発達障害に関する教職員の理解啓発・専門性向上事業の実施 

  (通級による指導担当教員等専門性充実事業) 

平成２９・３０年度の２年間実施する文科省事業を島根県が委託を受けて、邑南

町に再委託された事業です。 

通級指導教室の担当教員に対する研究体制を構築するとともに必要な指導方法

について医療・福祉関係機関と連携して、通級指導教室設置校を拠点として研究を

進めています。 

  平成３０年度の実績 

    ○発達障害に関する講演会 

  ○町内小中学校ミニ研修会の開催 

  ○冊子「邑南町の通級指導教室～通級の開始から終了まで～」の作成・配付 
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（４）少子化・人口減少社会に対応した活力ある学校教育推進事業の実施 

 平成２８～３０年度の３年間実施する文科省事業を邑南町が委託を受けた事業

です。日貫小学校をモデル校とし、小規模化する学校教育において、つながりの強

い地域を積極的に学びのフィールドとし、小規模校のメリットを最大限に生かしな

がらデメリットを最小限に抑えるための研究を進めました。 

 平成３０年度の実績 

○地域をフィールドにした体験活動の実施（１４回実施） 

  ○異学年異集団活動の実施（１５回実施） 

  ○合同学習や交流活動の実施（１２回実施） 

 

（５）学校給食費の見直し 

 平成１６年の町村合併以来、１４年間学校給食費を据え置いて学校給食を提供し

ていましたが、近年は食材費の高騰などにより町からの食材費への補助が増えてい

る状況にありました。このため、平成３１年度以降の給食費の見直しについて検討

し、給食会理事会、給食審議会、教育委員会、議会で協議を重ねた結果、平成３１

年４月から給食費を見直すことを決定しました。 

【改正内容】 

（１食あたり） 小学校 見直し前２４０円→見直し後２６５円 

       中学校 見直し前２７０円→見直し後３００円 

 

（６）公民館のあり方の検討 

 平成１８年の「邑南町行財政改革大綱」及び「邑南町まちづくり基本条例」より、

邑南町の活力と持続可能性を高めるには自助と共助、そして町民と町の協働が不可

欠であると認識しています。 

 これら実現のため、今後公民館としてどのような役目を果たしていくのかを明確

にすることが必要と考え検討を進めました。 

結果、今後の公民館のあり方として、公民館の人的体制は現状を確保し、さらに
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協働に向けた取り組みを強化することで邑南町の持続可能性を高めるべきである

との結論に至り、公民館を「地域住民と行政の協働づくりの場」として位置づけ、

その役割を確実に達成できるようその方向性を示しました。 

 

（７）2020 東京パラリンピック事前合宿招致・フィンランド共和国交流派遣事業の

実施 

 邑南町は、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会にフィンランドの

ゴールボールチームの事前キャンプ誘致について、１０月１４日に事前キャンプの

覚書を締結しました。 

このことで、今以上にフィンランド共和国との交流を深めるため、引き続きフィ

ンランド共和国へ子どもたちを派遣する事業を実施しました。 

  

 この事業は、町内の中学校、矢上高校、石見養護学校の生徒が現地の人々と交流

し、豊かな国際感覚と日本人としての自覚と責任感を身につけ、ふるさととグロー

バル社会に貢献できる人材の育成を図ることを目的としています。 

 今回２回目となる３０年度は８名の参加があり、１２月１９日から２７日の間実

施しました。 

 

（８）親学ファシリテーター養成講座の推進 

 親としての役割や子どもとの関わり方の気づきを促すため、また、地域社会にお

いてのコミュニケーション力向上のための学習プログラム実施に向けた支援者を

養成するため、親学ファシリテーター養成講座を年間通して取り組みました。 

 親学プログラムを学んだり、実際にアイスブレイクやワークショップを体験した

りするなど、ファシリテーターに必要な手法を学んでいただきました。今後受講し

ていただいた皆さん方の協力により家庭教育支援の輪が広がることを期待してい

ます。 

      ○３０年度親学ファシリテーター資格取得者数 ９名 
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（９）久喜銀山遺跡の国史跡に向けた準備 

 平成２２年度から実施してきた久喜銀山遺跡調査について、それぞれ成果をまと

め２９年度末に報告書を発刊しました。それら成果を元に、調査成果のさらなる価

値付け等、文化庁の調査官に現地指導をいただき、本遺跡の価値を再確認しこのこ

とを具体に示してきました。 

 

（１０）旧山﨑家住宅改修事業実施 

 雨漏りなど茅葺屋根の老朽化により、旧山﨑家住宅の改修工事を平成２９年度よ

り２カ年をかけ、家屋の耐震化工事、茅葺屋根の修復工事を実施しました。 

 

（１１）ユニバーサルデザインの推進 

 誰もが使いやすい公共施設を目指し、元気館においてトイレドアの改修、点字ブ

ロックの延長及び音声案内の設置を実施しました。 
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６ 第３者評価機関委員からの意見骨子 

１．生きる力を育む教育の推進（学校教育） 

施策１ 「安心・安全・信頼の学校・学級づくり」 

１）点検・評価Ｐ２事務事業名③確かな学力を育むについて 

・現在、外国語指導助手（ＡＬＴ）は１人だが、小学校外国語の教科化への対応

をＡＬＴ１人だけに頼っているのであれば、評価点数が高いのではないか。国に

はＡＬＴを派遣する制度があると聞いているが、中山間地域にはなかなか来ても

らえない。都会との格差が生じ、学力の差が開いていく恐れがある。 

・地域では子どもたちは様々な活動を通して地域の方々と関わっているが、子ど

もたちが地域の方とどのように触れ合い、関わっているか地域での活動の様子を

学校の先生に見てもらいたい。また、学校の先生に少しでもいいので地域行事な

どへ参加し、地域のことを知ってほしい。 

・ふるさと学習などで学校と地域が関わることがあるが、学校と地域がどのよう

に関わっているのか担当以外の教師は知らないのではないか。教師と地域の人が

関わる場、つながる場があれば良い。 

 

施策３ 「安全・安心な教育環境づくり」への支援 

２）点検・評価Ｐ９事務事業名②児童生徒の健康安全対策について 

・青パトの活動メンバーが固定化され、人数の減少により毎日従事されるなど負

担が大きい方もおられる。効果的な募集方法により青パト隊員の増員をお願いし

たい。 

・児童が青パト隊へ感謝の気持ちを表したポスターを作るなど、青パト活動のや

る気につながるような取り組みを行ってはどうか。石見東小学校では、年度末に

青パト隊の方々にお礼の手紙を渡すなど、青パト隊の方へ感謝の気持ちが伝えら

れている。 

・ケーブルテレビで青パト活動を取材してもらい、町民へ活動の内容を伝え、隊

員の増員につなげられないか。青パト活動のやる気につながる方法を考えてほし

い。 
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・青パト活動はボランティアのため無償で活動されている。隊員の増員を図るた

めにも、少しでも謝礼やガソリン代など支給できないか。 

・これまでもたびたび声かけ事案が発生している。防犯カメラの設置を検討して

ほしい。 

 

２．地域を担う人材の育成（社会教育） 

施策１ 邑南町が推進する人材育成のステップ 

１）点検・評価Ｐ１１事務事業名①地域学校について 

・今まで郷土の伝統芸能保存団体の事務局を教頭先生に務めてもらっていたが、

働き方改革の方針に従い今年度よりできないと話があった。本来、地域・学校・

保護者が連携して関わっていくべきではないか。 

・地域学校に携わっているが、段々と活動内容のアイデアが乏しくなってきてお

り、しんどさを感じている。他地区の活動を知り今後に生かすためにも地域学校

交流会を開催し情報交換する機会を設けてほしい。また、他の地域学校へも参加

できるようになれば良い。他の地域学校へ参加することで自分たちの住む地域資

源の良さを再発見できる機会となるのではないか。 

・学校に地元出身の先生に赴任してもらうよう配慮してほしい。地域の事を知っ

ている先生の方が円滑に地域と学校の関わりを持つことができる。 

 

施策２ ２０２０東京パラリンピック合宿招致 

２）点検・評価Ｐ１５事務事業名①東京パラリンピック合宿招致について 

・本日、島根県立盲学校の見学・体験ツアーに参加し、見えにくさのある方のサ

ポートなどについて学んだ。目の不自由な方の声を聞き、大変良い体験だったが、

参加者が少なかった。障がい・障がい者理解教育を進めるためにも多くの方に参

加してもらいたい。 

 

施策４ 図書館教育の充実 

３）点検・評価Ｐ２０事務事業名①図書館の整備・充実について 
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・郷土資料となる貴重な本があるが、記載内容がわからないなど有効な活用がさ

れていない。計画的に資料整理を進めてもらいたい。 

 

施策５ 社会体育の充実 

４）点検・評価Ｐ２１事務事業名①生涯スポーツ活動について 

・子どもがスポーツ活動で全国大会に出場するなど活躍することが多いが、大会

結果は広報誌などでの周知に終わっている。大会の様子を町民に映像で伝えられ

るよう、ケーブルテレビで機材を借りて保護者が撮影したものを放映することが

できないだろうか。 

 

３．地域文化の創造 

施策１ ふるさとの歴史･文化に関する学習の推進 

１）点検・評価Ｐ２６事務事業名①関係施設の整備・充実と有効活用について 

・文化財の案内看板が老朽化により読むことさえ困難なものが多くあるが、修繕

が進んでいない。地元の者として恥ずかしい思いをしている。予算確保に努めて

ほしい。 

 

２）点検・評価Ｐ２７事務事業名③芸術・文化に関する学習支援について 

・「邑南の自然・景観写真展」は実施されているものの評価が７点と低いため、

点数を上げる努力をしてほしい。 

・これらの写真をカレンダーにして販売し、郷土の良さをＰＲしてはどうか。ま

た、「さくらほろほろ」の歌の映像の背景に活用しても良いのではないか。 

 

  



14 

 

     令和元年 ８月 ６日 

 

   邑南町教育委員会の権限に属する事務の点検、評価に係る第３者評価機関 

   委 員  日高 豊美 

委 員  寺本 英仁 

   委 員  杉本 千代美 

   委 員  鳥居 清枝 

    委 員  中村 昌史 

委 員  長谷川 淳 

   委 員  日高  亘 

   委 員  今岡 ひろみ 

   委 員  和田 康司  

  委 員  板屋 浩明  
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７ 平成３０年度邑南町教育委員会点検・評価表 

別添のとおり 



１．生きる力を育む教育の推進（学校教育）
施策１　「安心・安全・信頼の学校・学級づくり」
～つながり合い、学び合い、高めあう教室・学校づくり～

総合評価
継続、
廃止等

実績評価

10
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主な事業内容と実施状況

○人権・同和教育研修会
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平成３０年度邑南町教育委員会点検・評価表

　「主な事業内容と実施状況」欄にある事業内容ごとに実績に対する評価を行う。数値化可能なも
のは、目標達成度・主要成果を考慮して１０段階で評価することとし、それ以外は、総合判断とし
同じく１０段階で評価することとする。

【総合評価】

　主な事業内容の実績評価をもとに総合的に判断する。実績評価の平均点で表示する。

【継続、廃止等】

　「総合点検・評価」及び「課題」をもとに今後の方向性を示す。「継続」、「改善し継続」、
「廃止」のいずれかを表示する。

【実績評価】

事務事業名 ①人権・同和教育の推進

総合点検・評価

点検・評価1
























































